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観
点
の
趣
旨

電気技術、電子技術
について関心をも
ち、電気・電子の諸
現象の理解や機器の
取扱いを主体的に学
ぼうとする意欲と態
度を身につけてい
る。

電気・電子の諸現象
や機器の取扱いに関
する思考を深め、基
礎的・基本的な知識
を基に、技術者とし
て適切に判断し、表
現する創造的な能力
を身につけている。

電気・電子の諸現象
の測定や機器の取扱
いに関する技能を身
につけ、技術者とし
て技能を活用する能
力を身につけてい
る。

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。

１　担当者からのメッセージ（学習方法等）

電気実習は、機器、装置の操作方法や原理などを、実験を通して身につけます。また、実験デー
タをコンピュータで解析し、それらの結果をまとめ、発表することで理解が深まります。実習の
中では、プログラミングや計測等の操作があり、視覚により確認できるので、興味や関心がもて
るようになっています。

２　学習の到達目標

（電気技術専科）電気工事・応用制御・電力・電気機器に関する基礎的技術を実験・実習によっ
て体験させ、電気工事・応用制御・電力・電気機器における技術への興味・関心を高め、電気・
制御・情報技術の意義や役割を理解させるとともに、工業における電気の基礎・基本に関する視
野を養い、電気技術者としての基礎を学習させる。
（電子情報通信専科）電気工事・応用制御・システム・プログラミングに関する基礎的技術を実
験・実習によって体験させ、電気工事・応用制御・システム・プログラミングにおける技術への
興味・関心を高め、制御・情報技術の意義や役割を理解させるとともに、工業における電気と情
報の基礎・基本に関する視野を養い、情報技術者としての基礎を学習させる。

d:知識・理解

電気・電子の諸現象
や機器の取扱いに関
する基礎的・基本的
な知識を身につけ、
技術者として現代社
会における電気・電
子技術の意義や役割
を理解している。

評
価
方
法

学習状況の観察
（服装、興味、取組
み）
実験記録・整理
報告書
発表
自己評価・相互評価
等

学習状況の観察
（思考、説明）
実験記録・整理
報告書
発表
自己評価・相互評価
等

学習状況の観察
（技能）
実験記録・整理
報告書
発表
自己評価・相互評価
等

学習状況の観察
（知識）
実験記録・整理
報告書
発表
自己評価・相互評価
等

年次 年次

使用教科書

単位数 単位教科 工業 科目 電気実習ⅡB

学校番号 ３００４

令和 年度　工業科（電気系）

副教材等 プリント

３　学習評価(評価規準と評価方法)

観点 a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能



a b c d

○
○
○
○
○

a:

b:

c:

d:

電圧降下
電力円線図
遮断器
継電器
高圧放電
（電気技術専科
のみ選択）

○
○

学習状況の観察
実験記録・整理
報告書
発表
自己評価・相互
評価等

電力、発送配電について関心
をもち、電力、発送配電の諸
現象の理解や機器の取扱いを
主体的に学ぼうとする意欲と
態度を身につけている。
電力、発送配電の諸現象や機
器の取扱いに関する思考を深
め、基礎的・基本的な知識を
基に、技術者として適切に判
断し、表現する創造的な能力
を身につけている。
電力、発送配電の諸現象の測
定や機器の取扱いに関する技
能を身につけ、技術者として
技能を活用する能力を身につ
けている。
電力、発送配電の諸現象や機
器の取扱いに関する基礎的・
基本的な知識を身につけ、技
術者として現代社会における
電力、発送配電の意義や役割
を理解している。

主な評価の観点
単元（題材）の評価規準

シ
ョ
ッ
プ
C

電
力

○

○
○

○
○

○

○
○

○
○

評価方法

４　学習の活動

項
目

単
元
名

学習内容

シ
ョ
ッ
プ
A

a:

b:

c:

d:

電
気
工
事

電気工事
積算

○
○

○
○

シ
ョ
ッ
プ
B

応
用
制
御

信号機の制御
エレベータの制
御

○
○

学習状況の観察
実技・課題
報告書
発表
自己評価・相互
評価等

シーケンス制御について関心
をもち、シーケンス制御機器
の取扱いを主体的に学ぼうと
する意欲と態度を身につけて
いる。
シーケンス制御機器の取り扱
いや設計、トラブルシュー
ティングに関する思考を深
め、基礎的・基本的な知識を
基に、技術者として適切に判
断し、表現する創造的な能力
を身につけている。
シーケンス制御機器の取扱い
や設計に関する技能を身につ
け、技術者として技能を活用
する能力を身につけている。
シーケンス制御機器の取扱い
や設計に関する基礎的・基本
的な知識を身につけ、技術者
として現代社会における自動
制御の意義や役割を理解して
いる。

学習状況の観察
実技・課題
報告書
発表
自己評価・相互
評価等

○
○

○
○

○
○

電気工事について関心をも
ち、電気工事や設計、設計に
必要な積算などを主体的に学
ぼうとする意欲と態度を身に
つけている。
配電の技能や設計技法に関す
る思考を深め、基礎的・基本
的な知識を基に、技術者とし
て適切に判断し、表現する創
造的な能力を身につけてい
る。
配電と設計に関する技能を身
につけ、技術者として技能を
活用する能力を身につけてい
る。
配電と設計、積算などに関す
る基礎的・基本的な知識を身
につけ、技術者として現代社
会における配電の意義や役割
を理解している。

a:

b:

c:

d:



　
　
シ
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ッ
プ
E

　
　
　
　
　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム

コンピュータの
分解組立て
BIOS
OS
ネットワーク
仮想コンピュー
タ
RaspberryPI
（電子情報通信
専科のみ選択）

○

○ ○
○○

○

○

○

○
○
○
○
○

a:

b:

c:

d:

学習状況の観察
実技・課題
報告書
発表
自己評価・相互
評価等

○

○

○

○

○

○

○

○

○

電圧降下
電力円線図
遮断器
継電器
高圧放電
（電気技術専科
のみ選択）

○
○

学習状況の観察
実験記録・整理
報告書
発表
自己評価・相互
評価等

コンピュータシステムの要素
とその組合せについて関心を
もち、システムの理解や機器
の取扱いを主体的に学ぼうと
する意欲と態度を身につけて
いる。
コンピュータシステムの構築
に関する思考を深め、基礎
的・基本的な知識を基に、技
術者として適切に判断し、表
現する創造的な能力を身につ
けている。
小規模コンピュータシステム
を構築、運用する技能を身に
つけ、技術者として技能を活
用する能力を身につけてい
る。
コンピュータシステムに関す
る基礎的・基本的な知識を身
につけ、技術者として現代社
会におけるコンピュータシス
テム技術、ネットワーク通信
技術の意義や役割を理解して
いる。

a:

b:

c:

d:

電気機器について関心をも
ち、電気機器の諸現象の理解
や機器の取扱いを主体的に学
ぼうとする意欲と態度を身に
つけている。
電気機器の諸現象や機器の取
扱いに関する思考を深め、基
礎的・基本的な知識を基に、
技術者として適切に判断し、
表現する創造的な能力を身に
つけている。
電気機器の諸現象の測定や機
器の取扱いに関する技能を身
につけ、技術者として技能を
活用する能力を身につけてい
る。
電気機器の諸現象や機器の取
扱いに関する基礎的・基本的
な知識を身につけ、技術者と
して現代社会における変圧
器、電動機、発電機の意義や
役割を理解している。

学習状況の観察
実験記録・整理
報告書
発表
自己評価・相互
評価等

電力、発送配電について関心
をもち、電力、発送配電の諸
現象の理解や機器の取扱いを
主体的に学ぼうとする意欲と
態度を身につけている。
電力、発送配電の諸現象や機
器の取扱いに関する思考を深
め、基礎的・基本的な知識を
基に、技術者として適切に判
断し、表現する創造的な能力
を身につけている。
電力、発送配電の諸現象の測
定や機器の取扱いに関する技
能を身につけ、技術者として
技能を活用する能力を身につ
けている。
電力、発送配電の諸現象や機
器の取扱いに関する基礎的・
基本的な知識を身につけ、技
術者として現代社会における
電力、発送配電の意義や役割
を理解している。

a:

b:

c:

d:

シ
ョ
ッ
プ
D

電
気
機
器

単相変圧器の三
相結線
誘導電動機の負
荷特性
同期発電機の無
負荷特性
（電気技術専科
のみ選択）

○

○

○
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ョ
ッ
プ
C

電
力

○

○
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○
○
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シ
ョ
ッ
プ
F

　
　
シ
ョ
ッ
プ
E

　
　
　
　
　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム

コンピュータの
分解組立て
BIOS
OS
ネットワーク
仮想コンピュー
タ
RaspberryPI
（電子情報通信
専科のみ選択）

○

○ ○
○○

○

○

○

・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単
元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○
を付けている。◎は、その中でも特に重点的に評価を行う観点である。

○

○

a:

b:

c:

d:

プログラミングについて関心
をもち、情報技術用語の理解
やコンピュータの取扱いを主
体的に学ぼうとする意欲と態
度を身につけている。
プログラミングやオブジェク
ト指向に関する思考を深め、
基礎的・基本的な知識を基
に、技術者として適切に判断
し、論理的思考力や自己解決
力を身につけている。
アプリケーション開発に関す
る技能を身につけ、ソフト
ウェア技術者として技能を活
用する能力を身につけてい
る。
情報技術に関する基礎的・基
本的な知識を身につけ、IT技
術者として現代社会における
情報技術の意義や役割を理解
している。

学習状況の観察
実技・課題
報告書
発表
自己評価・相互
評価等

学習状況の観察
実技・課題
報告書
発表
自己評価・相互
評価等

※表中の観点について a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・
理解

※年間指導計画（例）作成上の留意点

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

JAVA基本プログ
ラミング
オブジェクト指
向プログラミン
グの基礎
（電子情報通信
専科のみ選択）

○ ○

○

○

○

コンピュータシステムの要素
とその組合せについて関心を
もち、システムの理解や機器
の取扱いを主体的に学ぼうと
する意欲と態度を身につけて
いる。
コンピュータシステムの構築
に関する思考を深め、基礎
的・基本的な知識を基に、技
術者として適切に判断し、表
現する創造的な能力を身につ
けている。
小規模コンピュータシステム
を構築、運用する技能を身に
つけ、技術者として技能を活
用する能力を身につけてい
る。
コンピュータシステムに関す
る基礎的・基本的な知識を身
につけ、技術者として現代社
会におけるコンピュータシス
テム技術、ネットワーク通信
技術の意義や役割を理解して
いる。

a:

b:

c:

d:


